




















• Iビジネス・サステナピリテイ&クオリティJSP (主査:山下洋史、商学部教授、以下 IBSQ-SPJ) 
・「グローパル・ビジネス戦略JSP (主査:諸上茂登、商学部教授、以下 IGBS-SPJ) 
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S. P.: Sub Proj町 t
SBqS:Sus岡 田abloBus.in酷 sQunlit.yScienoo
図1 当該総合研究の組織図
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ム「効果的な日本型経営倫理モデル一経営の質・倫理と CSRからの考察-Jでは、当該総合研究のメ
ンバーの出見世信之教授がコーデイネータを務めるとともに、当該「総合研究」の成果を公表し、活
発な議論が繰り広げられた。
以上のような多くの研究成果は、 2012年度研究成果報告集(新規投稿論文5本を含む)にとりまと
められ、 20日年5月に発行された。さらに、圏内では共愛学園前橋国際大学 (2013年3月)にて、ま
た海外では韓国 (2013年3月)にて、それぞれ当該「総合研究」の成果報告会を開催し、地理的に離
れた地域でも積極的に研究成果を公表した。また、 2013年3月には猿柴町校舎からグローパル・フロ
ントに「経営品質科学研究所」を移転し、当該プロジ、エクトの2年目に当たる2013年度からの研究基
盤を整備することができた。
こうした「総合研究」の研究活動は、明治大学内外の多くの方々のご理解とご協力に支えられてい
る。とりわけ、明治大学社会科学研究所・研究知財戦略機構と商学研究所の関係者の方々から多大な
るご協力をいただいたことに対して、深く感謝の意を表したい。今後も、「企業のサステナピリティ戦
略とビジネス・クオリティJという新たな研究領域の扉を開け、商学・経営学・情報科学・物理学・
経営工学の今後の発展に対して多少なりとも貢献するよう、積極的な研究活動を展開していく所存で
ある。
以上
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